
論⽂文執筆の流れ	  

問題設定	 検索する	

　アウトライン（目次）の作成	

　論文・レポートを執筆	

　推敲・校正・再確認	

　課題を理解する	

文献・
資料を	 収集する 

整理する	
読む	

だが、無数の文献の中から、何よりも知っておくべき　	
　　文献は、どうやって探す？	
１）誰もが知っている「基礎文献」	
　（参考資料から調べる）	
２）最新情報	
　（インパクトファクターの学術記事~後々の授業で！）	

参考資料とは？	

評価が確定した事項や語彙をキーワードに、「通読」　
するのではなく、「参照」する、「引く」ことを想定して　　
作成された資料　（例えば百科事典類）	

「参考資料」の分類と種類	  

統計資料	  

参考資料	  

辞書・事典類	   書誌・⽬目録・	  
⽂文献リスト類	  

辞書・	  
⽤用語集	  

事典（辞典）	  

百科	  
事典	  

専⾨門	  
事典	  

地図資料	  

年鑑・年表	  

「何を探したいか」のキーワードと構造化	  

  参考資料を活⽤用し、位置、上位下位、関連語を定める	  

関連語	  
⼤大気汚染	  

公害	  

⽔水質汚染	  

光化学スモッグ	  

上位語	  

下位語	  

統制語	  
件名	  

「知識」は⼀一定の⽅方向へ収まっていく
（「新説」による急変化もあるが）	  

時間の経過	

新	

古	

学術論文	

学術図書	

専門事典・教科書	

百科事典	

5 論⽂文を先⾏行行研究に基づいて書くので、基礎⽂文献を

理解した上、最新情報まで調査して研究を修める	  

時間の経過	

新	

古	

論文	

学術図書	

専門事典・教科書	

百科事典	
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大学レベルの論文の作成 

 

論文とは？ 

 (今後授業などで課されるレポートには、分野によって、小論文の場合と、単なる調査・実験の報告でよい場

合とがあるため、授業ごとに確認すること。ここでは「小論文」を発展させた「論文」について概説する) 

① 存在価値（自分で独自に問題を設定し、論理的、説得的な結論を持つもの） 

論文は、小説・演劇脚本などとは異なり、未解決の問題を論理的に解明するもの。高等学校までは、あら

かじめ問題が与えられていたが、大学では自分で問題を設定し、先行研究(著書や論文)を踏まえて独自

に解決する。その際、設定された問題自体の重要性や意義についても意識的であること。 

② 発展（先行研究の不十分な点・問題点などを指摘した上で、自分の考えを論理的、説得的に述べる） 

論文は報告書・事実の纏めとは異なり、既存の知見に＋αの情報や見解を加えたもの。 

③ 立場（脱個人＝客観普遍。誰でも同じ結論となるよう、論理的、説得的であること） 

論文は、エッセイや感想文・評論のように「自分がどう思うか」ではなく、客観的事実・論理的結論を提示す

ることが目的。 

 

論文の展開法：以下の方法を適宜用いながらトピックを展開する 

① 概説・解説：これまでの研究成果・情報を時間軸に沿って簡単にまとめる。これは論文(レポート)では必須。

その際、自分の着眼点や執筆目的を常に意識していないと、単なる報告書になってしまう。 

例）日本の 1990年代を振り返り概観する、というテーマは大きく、漠然としすぎ。 

② 分析：複雑な事柄を単純な要素・パーツに分解して順序立てる。 

例）1990年代のバブル崩壊を取り上げ、地価の下落・不良債権の増大・大手金融機関の破綻に分解。 

③ 比較：２つ以上の事柄の共通点・相違点を指摘する。 

例）日本のバブル崩壊と 2000年代のアメリカのサブプライムローンを比較し、共通点・相違点をまとめる。 

④ 類推：共通点の指摘から推測をする。 

例）日本のバブル崩壊とアメリカのサブプライムローンが類似。→共通した要因が指摘できれば、サブプラ

イムローンのその後の流れが予想可能かも知れない。 

⑤ 相違：相違点の指摘と分析により、個別の要因を提起。 

   例) バブル崩壊では企業が、サブプライムローンでは一般の家計が、それぞれダメージを受けた。 

⑥ 新しい仮説：通説が本当なのか検証し、新しい仮説を提起・立証。 

 例）バブル崩壊もサブプライムローンも一見類似しているが、ダメージを受けた側が異なっている。

そこには、それぞれの国民性が関係しているのではないか？ 

⑦ 新たな概説・解説：日本・アメリカ双方の国民性について。(以下、分析・比較・類推・相違・新し

い仮説・・・・を適宜繰り返す) 

 

自分の興味ある領域の中から、論文のテーマを絞り込む 

① まず自分の興味・関心を踏まえ、論文のテーマを整理する。 

論文を論理的に展開するには、起承転結を備えた簡単なアウトラインが必要。しかし、いきなりアウ

トラインは書けないので、はじめに自分の関心のある事柄をなるべく具体的に挙げてみる。 

   例)日本のサンゴ礁の分布変化と温暖化／森鴎外の歴史小説について 

② 事前調査 

論文のテーマは、いきなり細かな部分から取り組むのではなく、まずは大きな枠組の中でアプロー

チし、次第に詳細な事例へと移っていく。概説→詳細、抽象→具体、上位概念→下位概念へとたど

っていく。 

   例)環境工学／日本近代文学 → (キーワード)サンゴ礁・温暖化・日本／森鴎外・歴史小説 → (キー

ワードの上位語・関連語・下位語を書き出す) 環境問題・岩礁・二酸化炭素・石垣島／日本文学・近代

文学・高瀬舟 

 



2 

 

参考図書を探して引き、基本文献を確認する 

① 参考図書（濃縮情報ツール）=百科事典や図鑑、専門事典、教科書などの解説本 

例）百科事典：小学館『日本大百科全書』、Encyclopaedia Britannica 

専門事典・地域的な事典：『社会学事典』、『アメリカを知る事典』、『日本近代文学大事典』 

② 参考図書(冊子体)の引き方 

１，いきなり項目を探すのではなく、必ず索引から引き、項目・掲載巻・ページ・記号を書き出す。 

２，凡例に目を通し、記号などの意味を確認する。 

３，情報の偏りを防ぐため、２種類以上の参考図書を利用する。 

③ 探していたテーマの解説のほかに、参考図書から分かること 

１，自分のテーマのメジャー/マイナー度  例）項目の説明が長い＝メジャー度が高い 

２，自分のテーマの権威者は誰か （第一人者が百科事典の記事を書く→その著作をチェック） 

３，自分のテーマの基礎文献は何か （ただし、平凡社など多くの日本の百科事典にはない） 

 

学術データベースの活用 

① 冊子体よりも遥かに多くの情報源に瞬時にアクセスできる。 

例）他大学の所蔵をチェックできる kuline の他大学検索、多数の辞書・事典を検索できるジャパンナレッジ。 

② 最新の情報が得られる。本屋のサイトにアクセスすれば即注文できる。例) amazon，日本の古本屋。 

③ 記事(新聞記事や論文)を画面上で公開し、コピー可能なサイトがある。例) ヨミダス歴史館、ＣｉＮｉｉ。 

 

インターネットの短所 

① インターネット一般（特に個人や団体のホームページ）には、誤った情報や偏った情報が記載されることも

あり、注意が必要。その分野の専門家でないため、記事自体の信頼性が薄いこともある。 

② ホームページの内容は刻々と変化する （論文を提出する時に無くなっていることもある！）ため、必ずサイ

トのアドレスと閲覧日時をメモしておくこと（普通印刷した時に表示される）。 

 

学術データベース利用のコツ 

① 検索結果が多すぎる場合は、ノイズを回避するため下位語やフレーズを使う。データベースによっ

ては、論理積（and）、「追加キーワード」、「検索期間」で数を絞り込める。 

② 見付からない場合は、論理和（or）を使う。また、関連語や上位語を何回か変えてみる。 

例）『三国志』/魏/蜀/呉/劉備、ジョン・レノン/ビートルズ、森鴎外/明治文学 

 

論文作成では、実行可能な計画を入念に立て、着実に一歩ずつ進む 

① 参考図書から基礎文献へ、基礎文献から個別の論文へと読み進め、さらに関連文献も読んで、先行研究

の補足、一部修正、新説の提示等が可能との手応えが得られれば、アウトラインを作成し、論文執筆へと

進む。論文末尾には注や参考文献を記し、どこに自分独自の着眼や新しい見解があるか、明らかにする。 

② その課程で、計画（長期・中期・月間・週間など）を立てる習慣をつける。○月○日までに○○を読む／

○○枚まで論文を執筆する、など。計画やアウトラインなしで書き始めても、必ず行き詰まる。 

③ しかし、関係論文を読む中で、「自分が付け加えることはもうないのでは？」「自分の言いたいことはすでに

言われていた！」ということも多い。その場合は、関連する別のテーマに移るか、あるいは、細かい事柄で

もいいので先行研究を補足・修正する(ささやかではあっても研究が進めば良い)。 

④ メモ魔になる。手帳やワープロに、とりあえず自分の思いつきをメモしていく。それらを読み返す中で、意外

な名案が浮かぶこともある。一見つまらないことでも、それが大きな成果に繋がることもある。 

⑤ 原稿の推敲・読み直しには、書くのと同じぐらいの時間・エネルギーが必要。 

⑥ 第三者から読んでもらうことで、自分では気付かない点、見落とした点が指摘される。忌憚のない意見を言

い合える友人は、研究者にとって人生の宝といえる。 
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 課題  基本文献を探し出す 
 

１．テーマを設定して、参考図書を探す  

A. テーマを決める      自分の興味・関心のあるテーマを言葉で表す。  
例） 日本のサンゴ礁の分布変化と温暖化/ 森鴎外について 
 

B 分野を特定する      アプローチする分野を書き出す。 
例） 環境工学 / 文学 

 

C. キーワードを考える    テーマを絞り込んだら、主なキーワードを考える。  
例） サンゴ礁・温暖化・日本 / 森鴎外・明治文学 

◇ 主なキーワードの上位語(広義)、関連語(同義)、下位語(狭義)を書き出す。 

例） 環境問題・岩礁・二酸化炭素・石垣島/ 日本文学・近代文学・舞姫 

２．参考図書を引いて、基本文献を探す 

D. 参考図書を探す       アプローチする分野の参考図書を挙げる。 
例） 地球環境工学ガイドブック/ 日本近代文学大事典 

E. 索引を引く          まず索引を引いて、項目および項目が掲載された巻・ページ・記号を書き出す。 

例） 「も」から森鴎外を引く → 森鴎外、23巻、35D / 舞姫、21巻、801B 

F. 役立つ項目を探す    メモから属する項目を確認して役立つ情報が載った項目を選び、執筆者を挙げる。 
                           例） 項目：森鴎外、執筆者：磯貝英夫 

◇ このとき項目中に基本文献の掲載があるかを確認する。 
基本文献が掲載されていない場合は、 
関連する他の項目（執筆者等）から基本文献を探す。 
見つからない場合は他の参考図書をあたる。 

G. 基本文献を確認する 選択した項目に挙げられている基本文献を書き出す。 
著者名、書名(あれば出版年)を記入せよ。 
例） 書名：『鴎外森林太郎』、著者名：森潤三郎、出版年：1934年 

H. 文献の所在を確認する G.の資料の所在を確認する。 
例） 附属図書館、書庫 B2、5-62¦¦オ¦¦37 

◇ KULINE やカード目録を使って検索する。京都大学の図書館にない場合は KULINE の
他大学検索機能を使って最寄りの大学図書館を調べる。 

 （この授業の実習では京都大学の図書館にある文献を検索する） 



例　「百科事典」を引く

「日本大百科全書」第二版、東京、小学館、
1994年-1997年、25巻(p.921)、23巻（pp.36-37）
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基本文献 

「森鴎外」の掲載ページ 

「索引」より 


